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都道府県医師会長 殿
日 本 医 師 会

会長 横倉 義武

臍帯血プライベートバンクに関する情報提供について（依頼）

平素、本会会務にご協力賜り厚く御礼申し上げます。

今般、厚生労働省健康局長名で「臍帯血プライベートバンクに関する情報提

供について（依頼）」により、本会に周知協力依頼がありました。本件は、平成

29 年９月 20 日付「再生医療等の安全性の確保等に関する法律に基づく手続き

の周知徹底および臍帯血採取時における適正な情報の提供について」(生 56)に

てご依頼しました内容を引き継ぐものとなっております。

4 月 11 日に開催された厚生労働省「臍帯血を用いた医療の適切な提供の推進

に関する検証・検討会議」において、同会議より厚生労働省に対し、①臍帯血

プライベートバンクヘの臍帯血保管委託を検討している者に対し、厚生労働省

に対する届出のあった 2 社(株式会社ステムセル研究所、株式会社アイル)以外の

臍帯血プライベートバンクとの契約を検討する場合は、届出が出ていないこと

を踏まえ、当該事業者の業務内容、契約内容、契約終了時の臍帯血の取扱い等

を十分に確認するよう注意喚起を行うこと、②今後とも、契約者に正確でわか

りやすい情報が行き届くよう、関係省庁、産科医療機関、地方自治体等と連携

し、公的臍帯血バンクに関する情報も含めた適切な情報提供に努めること、と

した提言がなされました。

厚生労働省は同提言を踏まえ、厚生労働省ホームページにおける臍帯血プラ

イベートバンクに関する情報を更新し、臍帯血保管委託を検討している方に対

し、届出のあった事業者以外の事業者との契約を検討する場合は、業務内容、

契約内容、契約終了時の臍帯血の取扱い等を十分確認するよう、注意喚起を行

うとしております。

今般の周知協力依頼は、各医療機関においても、上記ホームページを参照の

うえ、臍帯血の保管を希望する方から出産時における臍帯血の採取を依頼され



た場合等には、別添のチラシ等を活用してご説明いただくなど、適切な情報提

供への協力を引き続き求めるものです。加えて、現在までに連携したことのな

い新たな事業者から臍帯血採取や提供の依頼があった際には、当該事業者の名

称、連絡先等を厚生労働省健康局難病対策課移植医療対策推進室宛に情報提供

を求めるものとなっております。

つきましては、貴職におかれましては本件について御理解を賜り、貴会管下

の郡市区医師会ならびに関係会員に対する周知方ご高配賜りますようお願い申

し上げます。



健 発 0412第 1号

平成 30年 4月 12日

公益社団法人日本医師会 会長 殿

厚生労働省健康

脳帯血プライベー トバンクに関する情報提供について (依頼)

厚生労働行政の推進について、日頃より御理解御協力を賜 り、厚く御礼申し

上げます。

厚生労働省においては、貴会会員の医療機関の皆様の御協力の下に実施 した

,斉
A帯血プライベー トバンクの実態調査を踏まえ、昨年 9月 に、磨帯血プライベ

ー トバンクに対 し、業務内容等の届出を求める等の措置を講 じたところです。

貴会会員の医療機関の皆様におかれては、脳帯血の採取及び保管を希望する方

に対 し、公的磨帯血バンクと磨帯血プライベー トバンクの基本的役割の違いな

ど、正しい情報の提供にご協力いただいていることに御礼申し上げます。

その後、厚生労働省では、磨帯血プライベー トバンクに関し講 じた各措置に

ついて、有識者からなる「脳帯血を用いた医療の適切な提供の推進に関する検

証・検討会議」において、その実効性の検証・検討を行つてお ります。

昨日 (4月 11日 )開催された同会議において、届出等の状況や各事業者に対

する実地調査の結果を報告したところ、今後の対応について、同会議から厚生

労働省に対し、別添 1の とお り提言がなされました。同提言では、「磨帯血プ

ライベー トバンクヘの脳帯血保管委託を検討 している者に対 し、届出のあった

2社 (株式会社ステムセル研究所、株式会社アイル)以外の磨帯血プライベー

トバンクとの契約を検討する場合は、これらの事業者からは届出が出ていない

ことを踏まえ、当該事業者の業務内容、契約内容、契約終了時の磨帯血の取扱

粧言急I隻括誓語整尾ネスォう 尋學積簿算桑みξ逸「 :薯P冨糠客岸F量浄自

療機関、地方自治体等と連携 し、公的脳帯血バンクに関する情報も含めた適切

な情報提供に努めること。」とされております。

厚生労働省においては、同提言を踏まえ、当省ホームページにおいて、脳帯

血プライベー トバンクからの事業の届出状況等の情報を更新 し、脳帯血プライ
ベー トバンクヘの隣帯血保管委託を検討 している方に対 し、届出のあった事業



者以外の事業者との契約を検討する場合は、当該事業者の業務内容、契約内容、

契約終了時のμ齊帯血の取扱い等を十分確認するよう、注意喚起を行つておりま

す (別添 2)。

貴会会員の医療機関等におかれましては、当省ホームページにおいて本情報

をご参照いただくとともに、】齊桔血の保管を希望する方から出産時の脳帯血の

採取を依頼された場合等には、先般送付したチラシ (別添 3)を活用したご説

明など、適切な情報提供について、引き続き、ご協力くださいますようよろし

くお願い申し上げます。

また、現在までに連携 したことのない新たな事業者から脳帯血採取や提供の

依頼があった場合には、当省ホームページにおいて当該事業者が届出を行って

いる事業者であるかご確認いただいた上、当該事業者の名称、連絡先等を厚生

労働省健康局難病対策課移植医療姑策推進室あてに情報提供いただきますよ

う、御協力のほどよろしくお願いいたします。

厚生労働省 HP(赤ちゃんを出産予定のお母さんへ (脳帯血関連情報))

http://vvw.mhlw.go. ,p/seisakunitsuite/bunva/kenkOu _iryou/kenkou/ish

oku/saitaiketsu.html

別 添 1

別添 2

別添 3

提言文書

厚生労働省HP
先般送付 したチラシ



今後の行政の対応について（提案） 

 

 

 現在も活動が確認でき、契約者からの委託を受けて臍帯血を保管している事業者は３社

あり、このうち、厚生労働省に対し事業の届出があったのは２社（株式会社アイル、株式

会社ステムセル研究所）である。 

当該２社については、事業者への聞き取り及び実地調査を行った結果、 

①  臍帯血の品質管理・安全性に関する情報を提供できるようにすること（トレーサビリ

ティー）を確保するための措置を講じていること 

②  厚生労働省が示した望ましい契約書のひな形を踏まえ、契約者の意に沿わない臍帯血

の提供をなくす観点から、これまでの契約書を見直し、契約終了時あるいは廃業時の臍

帯血の取扱い等について明確化が図られたこと 

③  パンフレットの改訂を行う等により、契約者に正確でわかりやすい情報の提供に取り

組んでいること 

が確認できた。 

厚生労働省においては、上記の実地調査の結果についてもホームページで情報提供する

とともに、今後も、事業者からの届出を基に、保管臍帯血の管理状況や活用実績、契約終

了後の廃棄状況等について、ホームページ等により契約者や関係者に対する情報提供を継

続的に実施すること。 

 

このほか、現時点では未届である１社（株式会社ときわメディックス）から届出があっ

た場合には、厚生労働省においては、当該業者の協力を得て実地調査を実施し、業務実態

の把握に努めるとともに、当該調査の結果や届出内容について、ホームページ等により契

約者や関係者に対して情報提供を行うこと。 

 

また、臍帯血プライベートバンクへの臍帯血保管委託を検討している者に対し、届出の

あった２社（株式会社アイル、株式会社ステムセル研究所）以外の臍帯血プライベートバ

ンクとの契約を検討する場合は、これらの事業者からは届出が出ていないことを踏まえ、

当該事業者の業務内容、契約内容、契約終了時の臍帯血の取扱い等を十分に確認するよう、

注意喚起を行うこと。 

 

厚生労働省においては、今後とも、契約者に正確で分かりやすい情報が行き届くよう、

関係省庁、産科医療機関等と連携し、公的臍帯血バンクに関する情報も含めた適切な情報

提供に努めること。 

 

別添：第 2回臍帯血を用いた医療の適切な提供の推進に関する検証・

検討会議（平成 30年 4月 11日）においてなされた提言 









赤ちゃんを出産予定のお母さんへ  
～ さい帯血の提供または自己保存の参考にしてください ～ 

公的さい帯血バンク 

・ 移植 

お母さん（ドナー） 

 上記のように、白血病などの疾患の治療のために移植が必要な患者さんに対して、人助けとして、さ

い帯血を提供する仕組みについては、「公的さい帯血バンク」が既に存在します。将来お母さんやお子

さんが白血病等の疾患になる可能性を心配されて、ご自身でさい帯血を保存するかについては、さい帯

血の安全性や、契約終了時にお母さんやお子さんに無断で提供されないか等を慎重にご確認ください。 

★ 「公的さい帯血バンク」 へのさい帯血の寄付をお考えの方へ 

 白血病などの血液の病気等（※）の患者さんの治療のために、お母さんから無償で提供して

もらった「さい帯血」を保管して、「さい帯血移植」を必要とする患者さんに提供する「公的

さい帯血バンク」という仕組みがあります。 

 赤ちゃんとお母さんを結ぶへその緒をさい帯といい、さい帯と胎盤

の中に含まれる血液を「さい帯血」といいます。 

 さい帯血には、血液を造る細胞（造血幹細胞）がたくさん入ってい

るため、白血病などの病気の患者さんの治療に使うことができます。 

 白血病などの血液の病気等で血液を正常に造れなくなった患者さん

に、さい帯血を移植すること（「さい帯血移植」）によって、患者さ

んの血液を造る力を回復させることができます。 

 さい帯血移植に使うさい帯血は、出産時に、「公的さい帯血バン

ク」を通じてお母さん達から無償で提供していただきます。 

 移植に使用するさい帯血の検査や調製、保存を行うためには、国が

定めた設備や技術の基準を守ることが必要です。現在、基準を満たし

国から許可を受けた「公的さい帯血バンク（臍帯血供給事業者）」が

全国に６つあり、10,000本以上のさい帯血が保存されています。 

 この「保管さい帯血」から、患者さんの白血球の型と適合するさい

帯血が、90％の確率で見つかるとされています。 

将来ご自身やお子さんが何らかの病気になる可能性、または、現在まだ効果の証明されていない

治療方法にさい帯血を使う可能性を考えて、委託契約を結び、保管料を支払い、さい帯血を保管

してもらう事業者を「さい帯血プライベートバンク（民間さい帯血バンク）」といいます。 

▶ ｢さい帯血プライベートバンク」は公的さい帯血バンクと異なり、国の許可を得た事業者ではなく、

さい帯血の調製・保存などは国が定める基準と同様に行われているとは限りません。 

▶ ｢さい帯血プライベートバンク」への、さい帯血保管委託をお考えの方は、どのような契約内容であ

るか（さい帯血の調製・保存方法や、契約終了時のさい帯血の取扱いなども含めて）、さい帯血プ

ライベートバンクの実績など、よく説明を受けた上で、慎重にお考えください。 

さい帯血 

プライベートバンク 

「さい帯血」 とは 

「さい帯血移植」 に使う 「さい帯血」 について 

「公的さい帯血バンク」 について 

さい帯血は、公的さい帯血バンクと提携している産科医療機関でのみ提供するこ

とができます。出産予定の産科医療機関で、さい帯血を寄付することができるか

については以下のURLでご確認ください。 

 → さい帯血を提供できる産科医療機関について 

      http://www.bmdc.jrc.or.jp/generalpublic/saitai.html#an5 

・ 調製 

・ 凍結保存 

・ 引渡し 

 

・ 提供（寄付） 

 

患者さん 

さい帯血の自己保存をお考えの方へ 要点を太字にしていますが、
丸ゴシックでは太字があまり
目立たないため、太字箇所の
み書体を「メイリオ」にして
います。 

・原案をもとに、できるだけ文
字量を減らし、内容構成が分か
りやすくなるよう調整させてい
ただきました。 

・全体に文章の割愛などさせて
いただきましたので、見え消し
版は作っていません。お手数で
すが、ひと通りご確認ください。 

宜しくお願い致します。 

溶け込み版 

「お考えの方へ」の「方」で
すが、漢字のほうが自然かと
思いますが、読み間違いを防
ぐために敢えて、ということ
でしたら平仮名にしていただ
ければと思います。ご検討く
ださい。 

【ページ設定について】 

ページ設定が「４：３」
の画面設定になっていま
したので印刷物用にA４
設定に変えました。上下
が少し広く使えるように
なります。 

（※）厚生労働省が定める２７疾病 

★ 厚生労働省のHPにも情報を掲載していますので、ご参考にしてください。 

  http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/ishoku/saitaiketsu.html 
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